
立命館大学文学部心理学専攻における公認心理師の受験に必要な科目の対応表（卒業生・在校生共用）（2018/10月版）

必要な科目 読み換え候補 条件
Ⅰ
1 心理学概論 心理学入門講義、心理学概論、心理学概論 I、心理学概論 II Ⅰ（1～5）：心理学基礎科目
2 臨床心理学概論 臨床・カウンセリング心理学 → ３科目以上相当を修める
3 心理学研究法 心理学研究法 I 、心理学研究法 II、心理学研究法 III
4 心理学統計法 心理学統計法 コメント：近年の卒業生あるいは卒業できる人なら問題なし
5 心理学実験 心理学基礎実験実習
Ⅱ
6 知覚・認知心理学 知覚心理学、認知心理学 Ⅱ（6～12）：心理学の基本的理論に
7 学習・言語心理学 学習・記憶心理学、行動分析学 関する科目
8 感情・人格心理学 人格心理学 → ４科目以上相当を修める
9 神経・生理心理学 生理心理学（神経科学）
10 社会・集団・家族心理学 社会心理学、応用社会心理学
11 発達心理学 生涯発達心理学、乳幼児心理学、児童・青年心理学、中高年心理学
12 障害者（児）心理学 <適宜お問い合わせ下さい>
Ⅲ Ⅲ（13、14、23 及び 24）：心理状態の観察及び分析並びに心理に関する相談、
13 心理的アセスメント 心理アセスメント実習 I（総合心理学部科目）<2017年度秋学期のみの特別対応> 助言、指導その他の援助等についての基本的理論及び実践に関する科目
14 心理学的支援法 発達臨床心理学、応用行動分析学、臨床・カウンセリング心理学 → ２科目以上相当を修める（ただし24については時間を問わない）

発達臨床心理学（総合心理学部科目）、応用行動分析学（総合心理学部科目）<2017年度秋学期のみの特別対応>
Ⅳ
15 健康・医療心理学 メンタルヘルス（教養科目）、教育人間学概論IV <加納友子先生の健康心理学の内容の授業に限る> Ⅳ（15～19）：主な職域における心理学に関する科目
16 福祉心理学 バリアフリーのための心理学 → ２科目以上相当を修める（ただし、15 を心理学関連科目（Ⅴ）
17 教育・学校心理学 （教）教育心理学、心理学特殊講義VII <2012年の川那辺隆司先生の授業に限る>、 として修める場合、主な職域における心理学に関する科目（Ⅳ）

心理学特殊講義 (LA)もしくは心理学特殊講義Ⅱ<2015年の川那辺隆司先生の授業に限る> として 16～19 から２科目以上相当を修める）
18 司法・犯罪心理学 法心理学(C)（総合心理学部科目）<2017年度秋学期のみの特別対応>
19 産業・組織心理学 心理学特殊講義(LB) <2017年の高橋潔先生の授業に限る>

Ⅴ Ⅴ（20、21）：心理学関連科目
20 人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能（生命科学部）、人体の機能と病態（生命科学部） → 20又は21に相当する科目を修める
21 精神疾患とその治療 心理病理学（精神医学） （15 に相当する科目を修めた場合も可）

22 関係行政論 不要
Ⅲ Ⅲ（13、14、23 及び 24）：心理状態の観察及び分析並びに心理に関する相談、
23 心理演習 心理学研究法 IV  <2003～2019年度については、2003年度と2007年度の授業以外は読み換えられる> 助言、指導その他の援助等についての基本的理論及び実践に関する科目
24 心理実習（80時間以上） <対応する科目はないと考えられる> → ２科目以上相当を修める（ただし24については時間を問わない）

●在学中に必要な科目を履修する必要があります。
●他に読み換えられそうな科目がありましたら、お問い合わせ下さい。

2018年度文学部心理学専攻主任　北岡明佳


